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今後の課題

ユニット連携によるSBDDプラットフォームの構築

補助事業代表者（所属・職名）
津本浩平（東京大学大学院工学系研究科・教授）ヒット化合物創出ユニット

補助事業分担者（所属・職名）
山本雅貴（理化学研究所・部門⾧）、広川貴次（筑波大学・教授）、安田公助（東京大学創薬機構・特任准教授）、 ⾧門石曉（東京大学・准教授）
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化合物ドッキング計算による相互作用解析

Focusedライブラリによる細胞アッセイ
複合体結晶構造 ✕ インシリコ複合体計算

物理化学測定によるSFNと化合物の相互作用解析起点となる候補化合物
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